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　佼成病院から環状七号線を渡り西へ向かい、善福寺川を

超えると、高台にある野球場が見えてきます。

　その野球場の北側、緑に囲まれた土地にぽっかりとある

のが今回紹介する松ノ木遺跡です。

　佼成病院を含むこの地域は、水を通さない粘土状の地層が重なっている舌状台地と呼ばれる土地で、約 2万年前から

人が住んでいたと推測されています。近くに川があったため、動植物や魚などにも恵まれていたと考えられています。

　この松ノ木遺跡は、縄文時代のものと推測され、松ノ木中学校と隣接したグラウンドの敷地内にあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周囲は緑で覆われ、そこだけタイムスリップしたかのような空間の中に、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代の住居と発掘された遺跡を見ることができます。木々が鬱蒼としている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、これからの季節虫よけは必須！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田堀公園と隣接しているため、お弁当を持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご家族でのレジャーにおススメです。近くに釣堀も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるので、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わたしのおススメ～「りょうたん亭」

りょうたん亭

ひとりでもお気軽にどうぞ

　佼成病院の最寄駅の一つ、東京メトロ丸ノ内線「方南町」駅からほど近く

にあり、気を付けていないと通り過ぎてしまうくらいの謙虚な店構えのお店

が、今回紹介する「りょうたん亭」です。

　平成７年にこの方南町にお店を構え、以来 23年間、この方南町でご夫婦

ふたり、頑張ってきたそうです。

　メニューのメインはワンタンメン。ふんわりとスープが香り、何とも言え

ない幸せな気分になります。ほとんどの食材を国産品で作っているという

スープは、女性にもご高齢の方にも好まれる優しい味。塩分の調節も可能です。そして、ぜひ味わっていただきたい

のがお肉がギュっと詰まったワンタン！トロトロ、ジューシーな食感は感動もの。これからの時期は、冷やしそばも

　　　　　　　　　　　　　　　　　よく出るそう。酸っぱすぎずちょうど良い酸味。

　　　　　　　　　　　　　　　　　美しい器で目も楽しませてくれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、カウンターのみのお店はご夫婦の醸し出す

　　　　　　　　　　　　　　　　　雰囲気が隅々まで行き渡り、女性ひとりでも入りや

　　　　　　　　　　　　　　　　　すく、気兼ねなく暖簾をくぐることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーメンが脂っこくて苦手、なんて方も美味しく

　　　　　　　　　　　　　　　　　いただける一杯、ぜひご家族で足を運んでみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　きっとあなたも幸せな気持ちになれるはず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

てくてく杉並散歩 vol.6  「松ノ木遺跡」

写真上

この階段を昇っていくと

住居跡に出ます。

杉並区和泉 4-48-15

TEL 03-5377-0902

11:30 ～ 15:00

17:00 ～ 21:00　※売切次第閉店

定休日：火曜日

東京メトロ丸ノ内線

方南町駅 3b 出口から徒歩 2～ 3分

車椅子 OK、スープの塩分調整 OK

　

　　　　　　

写真

ワンタンメン 880 円。

チャーシューもなかなかのボリュームです。

写真

焼き餃子 460 円。

これがまた美味 !

写真　冷やしそば 1,030 円。期間限定！

写真上

住居内部。意外に広い！

特集

　  　  

患者さんに最適な治療を

飽くなき追求～外科

患者さんに最適な治療を

飽くなき追求～外科



写真左

歯科衛生士さんのポスター。

当院には 2名の歯科衛生士

さんがいます。口腔ケア、

とても大事なんです。

写真右

会場入り口に設けられた

看板。風船がかわいい！

　5月 12日はフローレンス・ナイチンゲールの誕生日です。

近代看護の基礎を築いたナイチンゲールにちなみ、1990 年

に、旧厚労省により「看護の日」が制定されました。

　この日は全国各地で看護にちなんだイベントが行われます

が、当院でも毎年この時期に「看護週間」として様々なイベ

ントを行っています。今年は 5月 11日、12日に 1階ロビー

でイベントを開催しました。

　身長、体重、握力などの測定を始め AEDの実践セミナー

や腰痛体操、栄養相談など様々なコーナーが設けられました。

　

　

写真右

阿部貴子 リエゾン

精神看護専門看護師。

7 2 2

「看護の日」をご存知ですか？

　このイベントの中心として毎年企画に携わっ

ているリエゾン精神看護専門看護師の阿部貴子

さんは「今までは看護師中心のイベントが多か

ったですが、これからは他職種が集まって、

楽しくて健康に役立つイベントを提供できたら

いいなと考えています」とのこと。
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もくじ

基本方針

１．「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つとみて、質の

 　   高い安全な医療を実践します。

２．患者さんとご家族に信頼され、地域で喜ばれる病院を

　　目指します。

 3 .   教育病院として良き医療従事者を育成します。

 4．   誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。

しんかん

産科・小児科 NEWS ！
　佼成病院小児科では、今まで週に一枠だった乳児健診の枠を二枠に拡大しました。

　

　　毎週水曜日　13時～ 14時　→　毎週水曜日　13時～ 14時

　　　　　　　　　　　　　　　　 　毎週金曜日　14時～ 15時

　　※金曜日は 6・7か月健診、9・10か月健診のお子さんを対象としています。

　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、小児科病棟では 4月より保育士さんが活躍して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。ピンクの白衣を着て入院生活を送る子供たちの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支えになってくれている保育士の田中さん。時には小児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科外来に顔を出してくれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産婦人科では、佼成病院オリジナルロゴマークの入った産着がお目見え。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さっそく生まれたての赤ちゃんとママをパチリ。ベストショット！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産婦人科個室ではオリジナルのプレゼントもご用意しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは産婦人科外来でお尋ねくださいね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　

　今年も看護師だけではなく、管理

栄養士、理学療法士、歯科衛生士

など様々な職種が加わり開催した

このイベント。2日間で約 100 名

の方に立ち寄っていただきました。

来年もホームページなどでお知らせ

しますので、ぜひ遊びにいらして

くださいね。

　

　

　

写真上　AED の実践セミナー

写真左

病棟保育士 田中さん。



　佼成病院健康管理室では、人間ドック短時間コースを始めました！

通常の人間ドックより短時間で終了し、胃カメラや胃のバリウムが苦手な方におススメです。

来院時間は 11時で朝もゆっくり、終了は 13時頃を予定しています。また、費用も良心的な

価格となっておりますので、この機会にぜひご検討してみてはいかがでしょうか？

　

　

　

短時間ドック始めました

        
        
　【専門分野】
    消化器一般外科、消化器癌の腹腔鏡下手術
　【専門医資格】
　　 医学博士
        日本外科学会専門医・指導医
        日本消化器外科学会専門医・指導医
        日本消化器内視鏡学会専門医・指導医
        日本食道学会食道外科専門医
        がん治療認定医・暫定教育医
        日本消化器病学会専門医・指導医
        日本医師会認定産業医
        日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医

鹿児島大学卒業。

子供時代に溺れた弟を親身に診てくれた医師に憧れ、自らも

医師になる。

根っからの九州男児、お酒は飲めそうなのに飲めない。

趣味（？）はゴルフ。

泊まりであちこち行くのが楽しみ。

「最近は時間がないから行けないけど」（笑）と本人談。

副院長 /外科部長　 柳田　修
やなぎだ 　おさむ

医師のご紹介

【外科　診療受付時間】

　

午前：8時30分～12時00分
午後：13時30分～15時30分

・※は13:30～15：00
・★は予約制14：00～15：30
・◆は予約制受付13：00～15：00（診察開始13：30）
・呼吸器・乳腺は13：00～15：00

【外来担当医表】

　

　

　

　

お問い合わせ・お申込み

佼成病院　健康管理室

電話番号：03-5340-5102

平日 11 時～ 16 時

土曜日 11 時～ 14 時

新入職員を迎えました

　今年度、新卒既卒合わせて 47名の新入職員を迎えました。

4月 2日の入職式に続き 、その後の 5日間にわたる研修が無事終了しました。

当院の新入職員研修は様々なプログラムを用意しています。社会人としてのマナーに始まり

医療に携わる者としての心構え、コミュニケーション力を高めるグループワークなど、けじ

めをつけながらも、何とも楽しい研修期間。

　

　

　外国人患者受入れ医療機関認証制度の認証を受けました
　佼成病院は 2018 年 3月に JMIP「外国人患者受入れ医療機関認証制度」の認定を杉並・中野

エリアで初めて取得し、外国人の方々が安心・安全に日本の医療サービスを享受できる体制の

構築に取り組んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　【外国人患者受入れ医療機関認証制度とは】

　　　　　　　　　　　日本に居住する外国人や旅行で訪日する海外居住者が増えており、医療機関を受診する外国人

　　　　　　　　　　　も増加傾向にあります。厚生労働省により、外国人が安心・安全に日本の医療サービスを享受

　　　　　　　　　　　できるようにと「外国人患者受入れ医療機関認証制度」が構築されました。

　　　　　　　　　　　多言語での診療案内や宗教への対応等、日本人とは異なる文化・背景等に配慮した外国人患者

　　　　　　　　　　　さんの受入れ体制が整備された医療機関が認証を受けています。

　

　

　

　

國學院大學久我山高校音楽部コンサート！
　佼成病院では月に数回、患者さんや地域の方向けにコンサートを開催

しています。今回初めて同じ杉並区にある國學院大學久我山高校の生徒

さんによるコーラス・弦楽アンサンブルのコンサートを開催しました。

　大地讃頌などなじみ深い合唱曲や、テレビでよく耳にする J-POP まで

多くの曲を演奏してくれました。

　

　

　

　

　

先生が会場の後ろから熱い指揮。

※個室に入院する日数によって内容が

　異なります。ご了承ください。

最後に患者さんにひとことお願いします

　手術はやり直しはできません。患者さんにとって手術は一度きりですから、全力で治療にあたっています。

　当院は大規模な病院ではありませんが、基本的に大学病院と同じ治療を受けることができます。長く待つこともなく、多く

の疾患に対応していますので、ぜひ安心していらしていただければと思います。

　

　

月 火 水 木 金 土
柳田 修 小島洋平

近藤恵里 阪本良弘
※柳田修
(第1.3.5)

★阪本良弘
小児外科 午前 渡邉佳子

肛門 午前 内山正一
田﨑英里
10：30～

午後 ★伊美建太郎
呼吸器
(肺癌等)

橘 啓盛（午前）
◆呉屋朝幸

（午後）

★鈴木 裕

乳腺
午前 伊美建太郎 松本暁子

外科一般

午前 長尾 玄 山口高史 鈴木 裕 横山政明

午後 ★長尾 玄

【コース内容】

・血液検査　・尿検査　・便鮮血検査

・血圧測定　・身体測定　・聴力検査

・視力検査　・眼底、眼圧検査

・心電図検査　・胸部レントゲン

・医師診察　・腹部超音波

・胃 ABC 検査（ピロリ菌抗体検査 +ペプシノゲン検査）

　医師、看護師、臨床検査技師、放射線技師、薬剤師  、保育士など

職種は様々ですが、同期の絆はこの研修によって培われます。

                                                     今後、  この地域の皆さんのお役に

                                                   立てるよう、新たな人材を迎えた病

                                                   院スタッフ一同、気を引き締めて努

                                                   力していきます。

                                                     あたたかい目で見守っていただけ

                                                   ますと幸いです。よろしくお願い申

　　　　　　　　　　　　　　し上げます。

　

　

　
　高校生の皆さんの演奏は、大人にはない新鮮なエネルギ

ーに満ち溢れており、会場は明るい雰囲気に包まれました。

　コンサートの予定は院内のポスターやホームページに

掲載しますので、ぜひ一度遊びにいらしてください。

　スタッフ一同お待ちしています！

　

　

　

　

　

和田小学校の土曜授業で子供時代の思い出を話す柳田医師。



　

　皆さんは「外科」と訊くと、何を思い浮かべますか？

「外科」はギリシャ語の「手で治す」や「手仕事」が語源で、その名

の通り、治療の中心が薬の内科とは違い、胃や腸など消化器の手術が

治療の中心となっています。

　患者さんにとって、「手術」という一生の中でなかなか出会うこと

のない医療に、心血を注いでいる医師たちがいます。

　今回の特集はそんな医師のチーム、外科です。

　
外科というと手術のイメージが強いですね

　そうですね。でも、今はがんを始め外科で扱うほとんどの手術が

お腹を切るいわゆる「開腹」手術ではなく、「鏡視下」といって内

視鏡を用いて行うものになってきています。

　肝臓とすい臓に関しては、まだとても進んでいるというわけでは

ないですが、それ以外の臓器については進行度に合わせて、鏡視下

と開腹、それぞれガイドラインに沿って治療方針を決めています。

　

　

　

　そうですね。食道や胃、大腸、胆のう、肝臓など、医師によって得意な専門分野があります。

当院は５名の常勤医師に加え、杏林大学付属病院からの非常勤医師がおり、基本的な外科の治療分野は網羅しています。

患者さんについては、当院の健診で病変が見つかる方と、地域の先生方からご紹介いただく方とほぼ半々でしょうか。

　

　

　

　

　外科は基本チーム医療です。24時間自分が患者さんを診ることができればいいですが、そういう訳にもいかないので、情

報共有が欠かせません。１人だけの頭で考えていると正しくない方向に動いてしまうこともあります。また、１人では気付

かないことも何人かで検討すると気付くことがあります。そのため、手術をするかしないか、する場合はどういう手術をす

るか、術後のトラブルに対してどう対処するか全員で話し合いをします。色々な意見を出す機会があるということも、若い

医師の育成や外科のレベルアップにつながると僕は考えているんです。

　それと大切なことがもう一つ、学会に参加するということです。

発表することももちろんですが、昨今出てきた新しい知見を取り

入れるということが重要なんです。

自分が知っていることが古くなっていることもあります。

自分や、ひいては病院が最新の医療を行えるよう心掛け、診療の

ガイドラインも最新のものをきちっと確認するようにしています。

　

　

　

外科部長　柳田　修 医師

職場体験学習で中学生に真剣に医療機器を説明！

写真上

下鼻甲介（鼻腔側壁に付着したヒダ状の粘膜）手術の術前

術後の CT 写真の比較。肥大した下鼻甲介を切除し、ほど

良い大きさに形成する手術が下鼻甲介手術です。
　そうですね。でも、若い時に市中病院と専門病院を両方経験できたことは

とても貴重だと思っています。外科は虫垂炎からがんまで他の疾患も含め幅

広く診ますから、若い時に色々な経験をしたおかげで、今多くの症例を診る

ことができるのだと思います。

　外科医はいくら手術書を読んでも、手術を何件やっても、見たことのない

手術はできないんです。この先鏡視下手術が進んでも、開腹手術がなくなる

ということはありません。ですから、見ることが大事です。

　もっと医療が進歩して僕らが失業する時代がベストでしょうか（笑）

　

　

　

写真左

治療前の血管の内部です。

狭くなっているのが

よく分かります。

写真右

治療後の血管の内部です。

カテーテルが細く見えるほど

血管が広がりました。

飽くなき追求！～外科

　食道がんだと大体 2週間ほどです。手術の前々日くらいに入院して 4日目くらいから食事が始まり、問題がなければ 2週

間、ご高齢の方で 3週間ほどで退院になります。今はそれほど長いわけではありません。「鏡視下」の外科手術が増えるに

つれ、QOL（クオリティオブライフ：病気後の生活の質）も良くなってきています。

　また、がんの治療と言う意味では、手術以外にも化学療法などの選択肢を用意し、患者さん一人ひとりに最適と思われる

治療を行っています。更に、「鏡視下」と一口に言っても、複数の穴をあける従来の腹腔鏡下手術と異なり、一つの穴のみを

開けてそこから器具を入れて操作する単孔式腹腔鏡下手術も胆石症や虫垂炎に対して行っています。適応がありますので、

この術式で全てをカバーすることはできませんが、単孔式腹腔鏡下手術の場合は傷痕も目立ちにくく、入院期間も大幅に短

くなります。

　

　

　

　

苦労されたんですね！

　

専門の先生が多いから安心ですね

先生の専門、食道外科について教えてください

　

　

　　良性、悪性腫瘍の疾患に加え逆流性食道炎などの治療を行います。

多いのはやはり悪性腫瘍（食道がん）でしょうか。ただ、今は食道がんでも早期の場合は内視鏡治療ですから、例えば

内視鏡治療ができなかったり、治療しても芳しくないような場合に紹介されて来院される患者さんも多いです。

　食道がんは、大腸がんや乳がんのように大幅に増えているわけではありませんが、減っているわけでもありません。

よく発症する年代としては大体 65～ 70歳くらいです。

　

　

　

実際、手術の場合の入院期間はどのくらいですか

先生が外科を選んだ理由を教えてください

　幾つかありますが、外的要因の一つは煙草です。これは食道だけではなく、咽頭がんや肺がんなども引き起こします。

もう一つはお酒です。お酒がもともと強い人（飲んで顔色が変わらない人）は大丈夫ですが、本来飲めない人がずっと

飲んでいるとリスクが上がります。

　お酒には、リスクを上げる二つの因子があります。飲むと粘膜に影響を与えるということが一つの因子、分解できな

かったアセトアルデヒドが血液中に増え、それが外側から血管を刺激するということがもう一つの因子です。アセトア

ルデヒドは二日酔いの原因として知られていますね。若い時にお酒を飲むと顔が赤くなったような方が、年齢を重ねて

飲めるようになったという場合は注意が必要です。でも、飲める方も度を超すとダメですよ（笑）

　

　

　実は最初は小児科や移植医療に興味がありました。移植外科医になるには、まずはきちんとした外科の修練を積まないと

と思い、三井記念病院に入りました。そこで食道がんの患者さんにも多く出会ったわけですが、この頃は食道がんは手術を

しても芳しくなく合併症もとても多い時代でした。「何でこのくらいしか治らないんだろう」と疑問に思ったのが、この道に

入った最初のきっかけです。その後食道を勉強したいと思い、がん研附属病院（2005 年有明に移転）で 2年間勉強し直し

ました。それが人生のターニングポイントです。

　必死に勉強したため、当時は休みもなく 7月の夏休みの次に休んだのが 11月で、ポロシャツを 2枚重ね着して山手線に

乗ったらジロジロ見られました（笑）。季節の移り変わりに鈍感になっていたというわけです。

外科部長 柳田 修 医師に伺いました

    

食道がんの原因は何なのでしょうか？

治療の方針はどうやって決めているのでしょうか患者さんに最適な治療を
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　佼成病院健康管理室では、人間ドック短時間コースを始めました！

通常の人間ドックより短時間で終了し、胃カメラや胃のバリウムが苦手な方におススメです。

来院時間は 11時で朝もゆっくり、終了は 13時頃を予定しています。また、費用も良心的な

価格となっておりますので、この機会にぜひご検討してみてはいかがでしょうか？

　

　

　

短時間ドック始めました

        
        
　【専門分野】
    消化器一般外科、消化器癌の腹腔鏡下手術
　【専門医資格】
　　 医学博士
        日本外科学会専門医・指導医
        日本消化器外科学会専門医・指導医
        日本消化器内視鏡学会専門医・指導医
        日本食道学会食道外科専門医
        がん治療認定医・暫定教育医
        日本消化器病学会専門医・指導医
        日本医師会認定産業医
        日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医

鹿児島大学卒業。

子供時代に溺れた弟を親身に診てくれた医師に憧れ、自らも

医師になる。

根っからの九州男児、お酒は飲めそうなのに飲めない。

趣味（？）はゴルフ。

泊まりであちこち行くのが楽しみ。

「最近は時間がないから行けないけど」（笑）と本人談。

副院長 /外科部長　 柳田　修
やなぎだ 　おさむ

医師のご紹介

【外科　診療受付時間】

　

午前：8時30分～12時00分
午後：13時30分～15時30分

・※は13:30～15：00
・★は予約制14：00～15：30
・◆は予約制受付13：00～15：00（診察開始13：30）
・呼吸器・乳腺は13：00～15：00

【外来担当医表】

　

　

　

　

お問い合わせ・お申込み

佼成病院　健康管理室

電話番号：03-5340-5102

平日 11 時～ 16 時

土曜日 11 時～ 14 時

新入職員を迎えました

　今年度、新卒既卒合わせて 47名の新入職員を迎えました。

4月 2日の入職式に続き 、その後の 5日間にわたる研修が無事終了しました。

当院の新入職員研修は様々なプログラムを用意しています。社会人としてのマナーに始まり

医療に携わる者としての心構え、コミュニケーション力を高めるグループワークなど、けじ

めをつけながらも、何とも楽しい研修期間。

　

　

　外国人患者受入れ医療機関認証制度の認証を受けました
　佼成病院は 2018 年 3月に JMIP「外国人患者受入れ医療機関認証制度」の認定を杉並・中野

エリアで初めて取得し、外国人の方々が安心・安全に日本の医療サービスを享受できる体制の

構築に取り組んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　【外国人患者受入れ医療機関認証制度とは】

　　　　　　　　　　　日本に居住する外国人や旅行で訪日する海外居住者が増えており、医療機関を受診する外国人

　　　　　　　　　　　も増加傾向にあります。厚生労働省により、外国人が安心・安全に日本の医療サービスを享受

　　　　　　　　　　　できるようにと「外国人患者受入れ医療機関認証制度」が構築されました。

　　　　　　　　　　　多言語での診療案内や宗教への対応等、日本人とは異なる文化・背景等に配慮した外国人患者

　　　　　　　　　　　さんの受入れ体制が整備された医療機関が認証を受けています。

　

　

　

　

國學院大學久我山高校音楽部コンサート！
　佼成病院では月に数回、患者さんや地域の方向けにコンサートを開催

しています。今回初めて同じ杉並区にある國學院大學久我山高校の生徒

さんによるコーラス・弦楽アンサンブルのコンサートを開催しました。

　大地讃頌などなじみ深い合唱曲や、テレビでよく耳にする J-POP まで

多くの曲を演奏してくれました。

　

　

　

　

　

先生が会場の後ろから熱い指揮。

※個室に入院する日数によって内容が

　異なります。ご了承ください。

最後に患者さんにひとことお願いします

　手術はやり直しはできません。患者さんにとって手術は一度きりですから、全力で治療にあたっています。

　当院は大規模な病院ではありませんが、基本的に大学病院と同じ治療を受けることができます。長く待つこともなく、多く

の疾患に対応していますので、ぜひ安心していらしていただければと思います。

　

　

月 火 水 木 金 土
柳田 修 小島洋平

近藤恵里 阪本良弘
※柳田修
(第1.3.5)

★阪本良弘
小児外科 午前 渡邉佳子

肛門 午前 内山正一
田﨑英里
10：30～

午後 ★伊美建太郎
呼吸器
(肺癌等)

橘 啓盛（午前）
◆呉屋朝幸

（午後）

★鈴木 裕

乳腺
午前 伊美建太郎 松本暁子

外科一般

午前 長尾 玄 山口高史 鈴木 裕 横山政明

午後 ★長尾 玄

【コース内容】

・血液検査　・尿検査　・便鮮血検査

・血圧測定　・身体測定　・聴力検査

・視力検査　・眼底、眼圧検査

・心電図検査　・胸部レントゲン

・医師診察　・腹部超音波

・胃 ABC 検査（ピロリ菌抗体検査 +ペプシノゲン検査）

　医師、看護師、臨床検査技師、放射線技師、薬剤師  、保育士など

職種は様々ですが、同期の絆はこの研修によって培われます。

                                                     今後、  この地域の皆さんのお役に

                                                   立てるよう、新たな人材を迎えた病

                                                   院スタッフ一同、気を引き締めて努

                                                   力していきます。

                                                     あたたかい目で見守っていただけ

                                                   ますと幸いです。よろしくお願い申

　　　　　　　　　　　　　　し上げます。

　

　

　
　高校生の皆さんの演奏は、大人にはない新鮮なエネルギ

ーに満ち溢れており、会場は明るい雰囲気に包まれました。

　コンサートの予定は院内のポスターやホームページに

掲載しますので、ぜひ一度遊びにいらしてください。

　スタッフ一同お待ちしています！

　

　

　

　

　

和田小学校の土曜授業で子供時代の思い出を話す柳田医師。



写真左

歯科衛生士さんのポスター。

当院には 2名の歯科衛生士

さんがいます。口腔ケア、

とても大事なんです。

写真右

会場入り口に設けられた

看板。風船がかわいい！

　5月 12日はフローレンス・ナイチンゲールの誕生日です。

近代看護の基礎を築いたナイチンゲールにちなみ、1990 年

に、旧厚労省により「看護の日」が制定されました。

　この日は全国各地で看護にちなんだイベントが行われます

が、当院でも毎年この時期に「看護週間」として様々なイベ

ントを行っています。今年は 5月 11日、12日に 1階ロビー

でイベントを開催しました。

　身長、体重、握力などの測定を始め AEDの実践セミナー

や腰痛体操、栄養相談など様々なコーナーが設けられました。

　

　

写真右

阿部貴子 リエゾン

精神看護専門看護師。

7 2 2

「看護の日」をご存知ですか？

　このイベントの中心として毎年企画に携わっ

ているリエゾン精神看護専門看護師の阿部貴子

さんは「今までは看護師中心のイベントが多か

ったですが、これからは他職種が集まって、

楽しくて健康に役立つイベントを提供できたら

いいなと考えています」とのこと。
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もくじ

基本方針

１．「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つとみて、質の

 　   高い安全な医療を実践します。

２．患者さんとご家族に信頼され、地域で喜ばれる病院を

　　目指します。

 3 .   教育病院として良き医療従事者を育成します。

 4．   誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。

しんかん

産科・小児科 NEWS ！
　佼成病院小児科では、今まで週に一枠だった乳児健診の枠を二枠に拡大しました。

　

　　毎週水曜日　13時～ 14時　→　毎週水曜日　13時～ 14時

　　　　　　　　　　　　　　　　 　毎週金曜日　14時～ 15時

　　※金曜日は 6・7か月健診、9・10か月健診のお子さんを対象としています。

　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、小児科病棟では 4月より保育士さんが活躍して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。ピンクの白衣を着て入院生活を送る子供たちの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支えになってくれている保育士の田中さん。時には小児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科外来に顔を出してくれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産婦人科では、佼成病院オリジナルロゴマークの入った産着がお目見え。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さっそく生まれたての赤ちゃんとママをパチリ。ベストショット！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産婦人科個室ではオリジナルのプレゼントもご用意しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは産婦人科外来でお尋ねくださいね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　

　今年も看護師だけではなく、管理

栄養士、理学療法士、歯科衛生士

など様々な職種が加わり開催した

このイベント。2日間で約 100 名

の方に立ち寄っていただきました。

来年もホームページなどでお知らせ

しますので、ぜひ遊びにいらして

くださいね。

　

　

　

写真上　AED の実践セミナー

写真左

病棟保育士 田中さん。
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　佼成病院から環状七号線を渡り西へ向かい、善福寺川を

超えると、高台にある野球場が見えてきます。

　その野球場の北側、緑に囲まれた土地にぽっかりとある

のが今回紹介する松ノ木遺跡です。

　佼成病院を含むこの地域は、水を通さない粘土状の地層が重なっている舌状台地と呼ばれる土地で、約 2万年前から

人が住んでいたと推測されています。近くに川があったため、動植物や魚などにも恵まれていたと考えられています。

　この松ノ木遺跡は、縄文時代のものと推測され、松ノ木中学校と隣接したグラウンドの敷地内にあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周囲は緑で覆われ、そこだけタイムスリップしたかのような空間の中に、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代の住居と発掘された遺跡を見ることができます。木々が鬱蒼としている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、これからの季節虫よけは必須！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田堀公園と隣接しているため、お弁当を持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご家族でのレジャーにおススメです。近くに釣堀も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるので、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わたしのおススメ～「りょうたん亭」

りょうたん亭

ひとりでもお気軽にどうぞ

　佼成病院の最寄駅の一つ、東京メトロ丸ノ内線「方南町」駅からほど近く

にあり、気を付けていないと通り過ぎてしまうくらいの謙虚な店構えのお店

が、今回紹介する「りょうたん亭」です。

　平成７年にこの方南町にお店を構え、以来 23年間、この方南町でご夫婦

ふたり、頑張ってきたそうです。

　メニューのメインはワンタンメン。ふんわりとスープが香り、何とも言え

ない幸せな気分になります。ほとんどの食材を国産品で作っているという

スープは、女性にもご高齢の方にも好まれる優しい味。塩分の調節も可能です。そして、ぜひ味わっていただきたい

のがお肉がギュっと詰まったワンタン！トロトロ、ジューシーな食感は感動もの。これからの時期は、冷やしそばも

　　　　　　　　　　　　　　　　　よく出るそう。酸っぱすぎずちょうど良い酸味。

　　　　　　　　　　　　　　　　　美しい器で目も楽しませてくれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、カウンターのみのお店はご夫婦の醸し出す

　　　　　　　　　　　　　　　　　雰囲気が隅々まで行き渡り、女性ひとりでも入りや

　　　　　　　　　　　　　　　　　すく、気兼ねなく暖簾をくぐることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーメンが脂っこくて苦手、なんて方も美味しく

　　　　　　　　　　　　　　　　　いただける一杯、ぜひご家族で足を運んでみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　きっとあなたも幸せな気持ちになれるはず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

てくてく杉並散歩 vol.6  「松ノ木遺跡」

写真上

この階段を昇っていくと

住居跡に出ます。

杉並区和泉 4-48-15

TEL 03-5377-0902

11:30 ～ 15:00

17:00 ～ 21:00　※売切次第閉店

定休日：火曜日

東京メトロ丸ノ内線

方南町駅 3b 出口から徒歩 2～ 3分

車椅子 OK、スープの塩分調整 OK

　

　　　　　　

写真

ワンタンメン 880 円。

チャーシューもなかなかのボリュームです。

写真

焼き餃子 460 円。

これがまた美味 !

写真　冷やしそば 1,030 円。期間限定！

写真上

住居内部。意外に広い！

特集

　  　  

患者さんに最適な治療を

飽くなき追求～外科

患者さんに最適な治療を

飽くなき追求～外科


